するには少し時間がかかるからね。ゆっくりしていくといい」
その晩ぼくたちは博士の研究所に泊まることにした。さて、次の朝-
「おはよう!よく眠れたかい?ブ、ブワックション!」
博士は徹夜で作業をしてくれていたらしく、そのせいか風邪をひいてしまっていた。
454ヘ
●すっきりハーブがあれば478●なければ…454ヘ
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「あれ、何かしら?
ポーラが足を止めて言った。彼女が指差す方を見ると、キラキラと何かが光っている。
が、よく見ると、その光る物体の上空には、笑いボールがプカプカと浮かんでいる。
こいつは、大爆発を起こす厄介な敵だ。どうする〓
●戦う614●戦わない7o
52O
ぼくらは、埋蔵金を掘るためにドコドコ砂漠へと向かった。すると……。
「うへえ、助けてくれ-一
どうしたことだろう、穴の中からジョージ・モッチーさんが大あわてで飛び出してきた。

